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大
正
２
年
７
月
３
日　

父
渡
辺
多
蔵
、
母
り
ゑ
の
二
男

　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
知
多
郡
半
田
町
で
出
生　

本

　
　
　
　
　
　
　

名
正
八

大
正　

年
７
月　

母
の
実
家
新
美
家
の
養
子
と
な
る

１０

昭
和　

年
３
月　

東
京
外
国
語
学
校
英
文
科
卒
業

１１

　
　
　
　
　

月　

病
気（
結
核
）の
た
め
岩
滑
へ
帰
郷

１１

昭
和　

年
４
月　

安
城
高
等
女
学
校
に
奉
職　

１
年
生

１３

　
　
　
　
　
　
　

を
担
任　

月
給　

円
７０

　
　
　
　

５
月　

４
年
生
の
関
東
修
学
旅
行
の
付
き
添 

　
　
　
　
　
　
　

い（
画
帖
「
三
人
道
中
」）

昭
和　

年
２
月　

生
徒
詩
集
第
１
集
「
雪
と
ひ
ば
り
」

１４

　
　
　
　
　
　
　

発
行　

以
下
第
６
集
「
星
祭
り
」
ま

　
　
　
　
　
　
　

で
発
行

　
　
　
　

４
月　

安
城
新
田
の
大
見
坂
四
郎
方
の
一
室

　
　
　
　
　
　
　

を
借
り
る

昭
和　

年
３
月　

東
京
へ
行
き
巽
聖
歌
、
与
田
準
一
ら 

１５

　
　
　
　
　
　
　

に
会
う

　
　
　
　
　

月　

生
徒
を
引
率
し
大
府
の 
傷 
し
ょ
う 
痍 
軍
人
療

い

１１

　
　
　
　
　
　
　

養
所
を
慰
問

昭
和　

年　

月　

学
習
社
か
ら
「
良
寛
物
語　
 
手  
毬 
と

て 
ま
り

１６

１０

　
　
　
　
　
　
　

鉢
の
子
」
出
版

　
　
　
　
　

月　

腎
臓
結
核
悪
化
血
尿
出
る

１２

昭
和　

年
３
月　

４
年
間
担
任
を
務
め
た
同
女
学
校　
 

１７

１９

　
　
　
　
　
　
　

回
生
卒
業
式

　
　
　
　

８
月　
「
都
築
弥
厚
伝
」執
筆
の
た
め
長
野
県

　
　
　
　
　
　
　

万
座
温
泉
に
宿
泊

　
　
　
　
　

月　

有
光
社
か
ら
童
話
集
「
お
じ
い
さ
ん

１０

　
　
　
　
　
　
　

の
ラ
ン
プ
」
出
版

昭
和　

年
１
月　

こ
の
こ
ろ
か
ら
学
校
欠
勤

１８

　
　
　
　

２
月　

長
期
欠
勤
の
た
め
同
女
学
校
退
職

　
　
　
　

３
月　

日
午
前
８
時　

分 
喉  
頭 
結
核
の
た
め

こ
う 
と
う

２２

１５

　
　
　
　
　
　
　

自
宅
で
永
眠（
満　

歳
）法
名
釈
文
成

２９

昭
和　

年　

月　

同
女
学
校
中
庭
に
教
え
子
た
ち
に
よ

２３

１１

　
　
　
　
　
　
　

る
「
で
で
む
し
詩
碑
」
除
幕

山�美枝子さん（７９）朝日町
新美南吉が安城高等女学校教員時
の教え子。

童
話　

最
後
の
胡
弓
ひ
き　
　
　
　
　

昭
和　

年
５
月

１４

小
説　

花
を
埋
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
１０

小
説　

百
牛
物
語　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和　

年
４
月

１５

伝
記　

良
寛
物
語　

手
毬
と
鉢
の
子　

昭
和　

年
３
月

１６

童
話　

う
た
時
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
１１

童
話　

ご
ん
ご
ろ
鐘　
　
　
　
　
　
　

昭
和　

年
３
月

１７

童
話　

お
じ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ　
　
　
　
　
　
　

４
月

童
話　

牛
を
つ
な
い
だ
椿
の
木　
　
　
　
　
　
　

５
月

童
話　

花
の
き
村
と
盗
人
た
ち　
　
　
　
　
　
　

５
月

童
話　

和
太
郎
さ
ん
と
牛　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月

童
話　

百
姓
の
足
・
坊
さ
ん
の
足　
　
　
　
　
　

５
月
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平成１５年
市民演劇祭で上演された
「花のき村と盗人たち」

山�さんは、南吉が出版社に送る清
書原稿づくりをした生徒３人のうち
の１人で、先日その原稿が東京で発
見された。

�
�
�
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「
惰
性
で
す
よ
・・・・・・
」

２
年
後
に
結
成　

周
年
を
迎
え
る
「
新
美

３０

南
吉
に
親
し
む
会
」。ま
ず
、
こ
こ
ま
で
長

く
会
が
続
い
て
き
た
理
由
に
つ
い
て
、
初

代
会
長
を
務
め
た
神
谷 
昭 

し
ょ
う 

平 
さ
ん
に
う
か

へ
い

が
う
と
、
照
れ
笑
い
を
浮
か
べ
な
が
ら
、

そ
う
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
最
初
の
う
ち

は
あ
ら
た
ま
っ
た
感
じ
だ
っ
た
の
が
、
だ

ん
だ
ん
会
っ
て
話
を
す
る
こ
と
が
楽
し
く

な
っ
て
き
た
」
と
言
い
ま
す
。「
惰
性
」
と

呼
べ
る
ほ
ど
肩
ひ
じ
を
は
ら
な
い
、
気
楽

な
雰
囲
気
の
中
で
南
吉
文
学
や
日
記
に
触

れ
な
が
ら
、
仲
間
と
楽
し
く
過
ご
す
皆
さ

ん
に
、
こ
の
会
や
新
美
南
吉
の
魅
力
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
編
集
を
行
っ
て
い
た
「
安
城　

新
美
南
吉
を
歩
く
」
は
、
手
に
し
た
人
々

が
市
内
の
南
吉
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
際
の

ガ
イ
ド
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う

制
作
さ
れ
た
も
の
。
て
い
ね
い
で
細
か
い

検
証
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

【７月16日 ～９月４日 】�

●と　き　７月16日 ～９月４日 午前９時～午後５時（入館は午後４時30分
　　　　　まで）�
●休館日　毎週月曜日、７月19日 　※７月18日 は開館�
●観覧料　一般300円（高校生以下無料）�

■企画展記念講演会�
　「南吉がかかえこんだもの－近代児童文学とは何か－」�
●と　き　７月16日 午後２時�
●ところ　歴史博物館講座室�
●講　師　横山信幸氏（愛知教育大学教授）�

問い合わせ 文化財課（歴史博物館内／ 〈77〉6655）�

広報あんじょう　2005.7.1�
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現現在在のの様様子子

�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������
�����������

大見博昭さん・まゆみさん夫妻
南吉が教員時代に寝泊まりしてい
た下宿（新田町）に在住。数々の作
品が執筆されたこの場所を今もな
お多くの人が訪れる。


